
１　主題構成表
主題名　「節度ある生活」（小学校第４学年）　　　　　　　　　　　　　　　　資料名「少しだけなら」








■　資料の分析


・本資料は、パソコンで調べ学習をする主人公が、パソコンを使う時の約束を守れず先に進みそうになるが、自ら考えてパソコンの電源を切ることができたという内容である。


・誘惑に負け、ゲームソフトの割引券がもらえるサイトに接続してしまった主人公のやりたいことを優先させてしまう弱い気持ちに共感させることができる。


・名前を入力している途中で、パソコンの電源を切った主人公の気持ちを考えさせることで、誘惑に負けないで欲望を理性で抑えて自ら考えて行動したことに気付かせ、節度ある生活をすることの大切さについて考えを深めることができる。





■　価値の分析


・進んで自分の生活を見直し、思慮深く考えながら自らを節制していくことは、節度のある生活ができるために大切である。


・中学年になるとそれまで以上


に自分を客観的に見つめ、内省することができるようになる。そして、主体性のある自己の形成へとつながっていく。だからこそ、自分自身が心からそうすることが望ましいことだと自覚し、節度ある自制心が培われるようにすることが大切である。


・そのため、この時期の児童に、他から言われるのではなく、自ら考えて度を超さず節度のある生活をしようとする心を育てたい。





内容項目１－（１）


自分でできることは自分でやり、よく考えて行動し、節度のある生活をする。





■　内容項目から見た児童の実態


（意識）


・自分本位な考え方から行動してしまい、周りに迷惑をかけてしまうという意識が弱い。


・興味関心が先に立ち、自己の行為が及ぼす影響まで考えることができない。


（要因）


・自分のやりたいことを優先し、思いのまま行動してしまうことで他の人に迷惑がかかるということに気付いていない。


・みんなもやっているからと、自己中心的な考えに偏ってしまう。


・節度ある生活は、だれにとってもよりよい生活をつくるために必要なことであるという認識が弱い。





■　ねらい


自分の思いのままに行動してしまう弱い心に打ち勝ち、自ら考えて行動することがよりよい生活をつくることになることに気付き、節度のある生活をしようとする態度を育てる。





■　展開の構想


・約束よりも割引券が気になってしまい、深く考えないで約束を破ってサイトをクリックした主人公の気持ちに共感させる。





・タイマーの音ではっとして自分のやろうとしていたことに気付き、パソコンの電源を切る主人公の考えたことに共感させる。





・お母さんにほめられてもすっきりしなかった主人公の気持ちを考えさせる中で、自分でよく考えて行動することの大切さに気付かせる。





・「少しだけなら」と迷ったけれど我慢できた、そのときの気持ちを大切にしていこうとする意欲を高める。





■　基本発問（◎中心発問）


○もう一度パソコンの電源を入れた時、あつしはどんな気持ちだったでしょう。








○じっとパソコンの画面を見つめたあつしはどんな気持ちだったでしょう。








◎お母さんに「えらかったわね。」と言われ、下を向いてぽつりと答えたあつしはどんな気持ちだったでしょう。





○これまでに、「少しだけなら」と迷ったけれど我慢できたことやできなかったことはありますか。












